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論壇
�

は
じ
め
に

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

は
、
本
紙
�
６
３
７
（
２２
・
２

・
１
、
４
頁
）
に
お
い
て
、
制

度
導
入
１０
年
を
記
し
て
伊
藤
佳

江
会
員
か
ら
、
制
度
の
現
状
及

び
課
題
に
関
し
て
の
概
括
的
な

報
告
、
主
張
が
な
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
税
理
士
目
線

で
成
年
後
見
制
度
を
捉
え
直

し
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
挙

げ
、
問
題
提
起
を
試
み
た
い
。

�

税
理
士
か
ら
見
た
成
年
後
見
制
度

１

本
人
の
立
場

�

税
務
上
の
義
務
違
反

成
年
後
見
制
度
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
で
、
成
年
被
後
見
人
な

ど
、
意
思
能
力
・
行
為
能
力
を

欠
く
者
の
税
務
上
の
義
務
に
つ

い
て
、
何
等
変
更
を
来
し
た
わ

け
で
は
な
い
。

「
意
思
能
力
・
行
為
能
力
」
、

そ
れ
に
問
題
の
あ
る
者
を
保
護

す
る
「
代
理
」
な
ど
、
民
法
上

の
概
念
が
税
法
・
行
政
法
・
公

法
の
領
域
で
も
妥
当
す
る
の
か

等
、
こ
れ
ま
で
も
議
論
は
多
岐

に
わ
た
り
な
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
意
思
能
力
・
行
為
能
力

を
欠
く
者
（
以
下
、「
判
断
能

力
が
不
十
分
な
者
」
）
に
税
務

上
の
義
務
を
否
定
す
る
、
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
判
断
能
力

が
不
十
分
な
者
が
、
自
ら
税
務

上
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
、
代
理
人
等
に
よ

っ
て
こ
れ
を
果
た
さ
ざ
る
を
得

ず
、
問
題
は
ど
の
よ
う
に
し
て

代
理
人
等
が
そ
れ
を
果
た
す
の

か
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

税
務
上
の
義
務
違
反
、
例
え

ば
無
申
告
・
過
少
申
告
に
対
し

て
は
、
加
算
税
等
の
制
裁
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
正

当
な
理
由
」
が
あ
る
場
合
に
は

こ
れ
が
免
除
さ
れ
る
。
不
確
定

概
念
と
さ
れ
る
「
正
当
な
理

由
」
は
、
個
別
事
案
ご
と
に
判

断
さ
れ
、
判
断
能
力
が
不
十
分

な
者
に
対
す
る
加
算
税
賦
課
の

適
否
も
本
人
あ
る
い
は
代
理
人

等
の
個
別
の
事
情
が
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
狭
義
の
後
見
の

場
合
、
①
本
人
が
申
告
義
務
違

反
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
し
か
も
代
理
人
た
る
成
年

後
見
人
の
選
任
は
家
裁
が
行
う

の
に
、
本
人
に
帰
責
事
由
が
あ

る
と
言
え
る
の
か
、
②
加
算
税

制
度
の
目
的
は
、
特
別
の
経
済

的
負
担
を
課
す
こ
と
に
よ
り
申

告
義
務
の
履
行
確
保
を
図
る
こ

と
で
あ
る
と
理
解
す
る
と
し

て
、
代
理
人
た
る
成
年
後
見
人

が
そ
の
義
務
を
履
行
し
な
け
れ

ば
本
人
は
加
算
税
が
課
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
加

算
税
制
度
の
目
的
が
達
成
さ
れ

る
と
い
え
る
の
か
、
③
加
算
税

が
課
さ
れ
た
場
合
、
な
る
ほ
ど

成
年
後
見
人
に
対
し
て
損
害
賠

償
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
が
、
加
算
税
の
処
分

対
象
者
は
あ
く
ま
で
も
本
人
の

み
で
あ
る
、
な
ど
の
疑
問
が
生

じ
る
。
狭
義
の
後
見
の
場
合
、
加

算
税
を
課
さ
な
い
「
正
当
な
理

由
」
に
関
し
て
実
務
上
の
柔
軟

な
対
応
、
さ
ら
に
そ
の
法
制
化
、

本
人
で
は
な
く
成
年
後
見
人

（
の
み
）
に
つ
い
て
の
「
正
当
な

理
由
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
議
論
も
必
要
と
な
ろ
う
。

�

選
挙
権
な
き
主
権
者

成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐

人
に
は
い
く
つ
か
の
資
格
制
限

が
あ
り
、
こ
と
に
成
年
被
後
見

人
は
選
挙
権
が
剥
奪
さ
れ
る
た

め
（
公

職

選

挙

法
１１
①
）
、
こ

れ
を
嫌
っ
て
成
年
後
見
制
度
の

利
用
を
避
け
る
者
も
い
る
。
納

税
義
務
（
憲
法
３０
）
は
負
わ
さ

れ
な
が
ら
、
基
本
的
人
権
の
一

つ
参
政
権
（
同
１５
）
が
奪
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
素
朴
な
疑

問
が
わ
く
。

毎
年
２
万
人
以
上
の
者
（
平

成
２３
年
は
２
４
、
０
９
２
人
）

が
後
見
開
始
の
認
容
を
受
け
て

い
る
が
、
こ
れ
を
毎
年
２
万
人

の
者
が
選
挙
権
を
剥
奪
さ
れ
て

い
る
と
み
れ
ば
制
度
上
の
欠
陥

と
も
考
え
ら
れ
る
。
選
挙
権
回

復
訴
訟
の
提
起
、
反
対
運
動
も

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
納
税
者

権
利
憲
章
の
策
定
を
推
進
す
る

税
理
士
と
し
て
は
、
何
等
か
の

動
き
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
納
税
申
告
行
為
、
参
政
権

と
も
に
主
権
者
と
し
て
国
の
行

政
・
政
治
に
直
接
的
に
関
わ
る

も
の
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
点
も

課
題
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２

代
理
人
の
立
場

�

業
法
抵
触
の
危
険

一
般
に
、
代
理
権
が
本
人
の

意
思
に
基
づ
い
て
生
じ
る
場
合

を
任
意
代
理
、
法
律
の
規
定
に

基
づ
い
て
生
じ
る
場
合
を
法
定

代
理
と
い
う
。
法
定
後
見
（
後

見
、
保
佐
、
補
助
）
は
典
型
的

な
法
定
代
理
と
さ
れ
る
が
、
任

意
後
見
は
任
意
代
理
で
は
あ
る

も
の
の
、
契
約
の
効
力
発
生
時

期
な
ど
の
点
で
特
殊
な
も
の
と

さ
れ
る
。
任
意
代
理
と
法
定
代

理
の
区
別
は
復
代
理
、
代
理
権

の
消
滅
等
に
お
い
て
意
味
が
あ

る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
区
分
が

代
理
権
の
範
囲
を
決
す
る
わ
け

で
は
な
い
。

代
理
権
は
、
狭
義
の
成
年
後

見
人
に
は
本
人
の
財
産
を
管
理

す
る
た
め
に
必
要
な
一
切
の
行

為
す
な
わ
ち
包
括
的
に
、
保
佐

人
及
び
補
助
人
に
は
家
裁
の
審

判
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
範
囲

で
、ま
た
任
意
後
見
人
に
は
そ
の

具
体
的
な
契
約
（
で
付
与
さ
れ

た
代
理
権
）
の
範
囲
で
生
じ
る
。

税
務
代
理
は
財
産
管
理
（
行

為
）
の
一
つ
と
さ
れ
、
狭
義
の

成
年
後
見
人
に
は
当
然
、
保
佐

人
及
び
補
助
人
に
は
家
裁
の
審

判
で
こ
れ
が
付
与
さ
れ
れ
ば
、

ま
た
任
意
後
見
人
も
契
約
（
代

理
権
）
で
こ
れ
が
定
め
ら
れ
て

い
れ
ば
そ
の
職
務
と
な
る
。

税
理
士
法
５２
条
は
、
税
理
士

・
税
理
士
法
人
で
は
な
い
者
が

税
理
士
業
務
を
行
え
な
い
旨
を

規
定
し
、
税
理
士
業
務
、
す
な

わ
ち
「
業
と
す
る
」
の
判
断
基

準
は
「
反
復
継
続
（
の
意
思
）
」

と
解
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
税
理
士
以

外
の
（
こ
と
に
財
産
管
理
を
中

心
と
す
る
）
専
門
職
後
見
人
あ

る
い
は
法
人
後
見
人
が
財
産
管

理
行
為
た
る
税
務
代
理
を
「
反

復
継
続
（
の
意
思
）
」
を
も
っ

て
行
う
こ
と
に
疑
義
は
生
じ
な

い
だ
ろ
う
か
。

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
法
人

後
見
人
が
全
体
の
３
割
を
超
え

る
現
状
、
こ
れ
ら
へ
の
さ
ら
な

る
期
待
を
見
る
と
、
業
法
抵
触

の
み
を
問
題
視
す
る
の
は
、
制

度
理
解
、
実
情
認
識
の
不
足
と

反
論
も
予
想
さ
れ
る
が
、
成
年

被
後
見
人
等
、
納
税
者
の
権
利

保
護
を
念
頭
に
再
考
が
迫
ら
れ

よ
う
。

�

税
務
代
理
に
お
け
る
責
任

加
重

成
年
後
見
人
等
は
、
善
管
注

意
義
務
（
民
法
８
６
９
他
）
を

負
っ
て
い
る
。
税
務
代
理
を
財

産
管
理
の
一
つ
と
す
れ
ば
、
成

年
後
見
人
等
に
は
税
理
士
と
同

様
の
責
任
が
課
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
も
言
え
る
。
毎
年
散
見

さ
れ
る
、
税
法
等
の
不
知
、
解

釈
・
適
用
誤
り
な
ど
に
よ
る
税

賠
事
故
の
発
生
を
考
え
る
と
、

成
年
後
見
人
等
に
も
そ
の
恐
れ

な
し
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
成

年
後
見
制
度
の
解
説
書
、
実
務

書
で
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の

は
見
当
た
ら
な
い
（
見
落
と
し

が

あ

れ

ば

ご

容

赦

願

い

た

い
）
。
成
年
後
見
人
等
が
こ
の

点
を
理
解
し
て
い
れ
ば
と
も
か

く
、
責
任
の
み
押
し
つ
け
ら
れ

る
危
険
性
が
あ
り
、
本
人
に
も

そ
の
不
利
益
が
及
ぶ
こ
と
に
な

る
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

３

目
線
の
奥

�

税
理
士
と
し
て
の
理
解

成
年
後
見
制
度
は
「
本
人
の

保
護
」
の
み
を
目
的
と
し
、
こ

の
た
め
、
例
え
ば
そ
の
関
係
会

社
あ
る
い
は
将
来
の
相
続
対
策

を
踏
ま
え
た
支
出
・
対
応
等
が

行
え
な
い
こ
と
は
デ
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
る
。

判
断
能
力
が
不
十
分
な
者

は
、
意
思
能
力
の
有
無
の
立
証

が
困
難
な
場
合
が
あ
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
一
定
の

形
式
的
な
基
準
で
画
一
的
に
法

律
行
為
を
す
る
能
力
を
定
め
た

の
が
行
為
能
力
制
度
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
制
限
能
力
者
及
び

相
手
方
の
保
護
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
先
の
デ

メ
リ
ッ
ト
と
の
指
摘
に
は
否
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
部
あ
る
い
は
特
殊
な
デ
メ

リ
ッ
ト
（
と
さ
れ
る
点
）
を
と

ら
え
（
本
人
以
外
の
思
惑
に
よ

り
）
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を

躊
躇
し
た
場
合
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
者
は
、
同
じ
土
俵
に

乗
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
で
は

な
い
か
、
と
い
う
説
明
は
観
念

的
過
ぎ
よ
う
か
。

例
え
ば
、
同
様
に
高
齢
者
等

の
生
活
支
援
制
度
と
し
て
も
活

用
さ
れ
る
「
信
託
」（
い
わ
ゆ

る
福
祉
型
信
託
）
は
、
成
年
後

見
制
度
か
信
託
か
の
二
者
択
一

で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
併
用
す

る
こ
と
に
よ
り
そ
の
デ
メ
リ
ッ

ト
と
さ
れ
る
点
を
克
服
で
き
る

と
考
え
る
。

成
年
後
見
制
度
の
本
旨
を
理
解

し
、
他
の
制
度
等
と
併
せ
た
活

用
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

�

常
に
問
い
続
け
る

社
会
福
祉
・
社
会
保
障
と
同

様
、
成
年
後
見
の
現
場
で
、「
自

律
（＝

本

人

の

意

思

の

尊

重
）
」
か
「
保
護
（＝

本
人
の

保
護
）
」
か
の
選
択
が
迫
ら
れ

る
場
面
が
あ
る
。
そ
れ
を
意
識

的
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
避
け

る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
に
踏
み
切
れ
な
い
と
の
声
も

あ
る
。
結
論
の
み
を
述
べ
れ

ば
、「
自

律
」
か
「
保

護
」
か

は
、

時
間
・
場
面
・
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
そ
の
軽
重
を
計
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
れ
を
常
に
問
い
続
け
る

こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。
仮
に
、
実
務
に
お
い

て
成
年
後
見
人
等
が
、
こ
の
点

を
意
識
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば

何
等
か
の
問
題
が
発
生
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
自
省
す

べ
き
時
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

�

今
後
の
展
開

「
２
０
１
０
年
成
年
後
見
法

世
界
会
議
」
で
採
択
さ
れ
た

「
横
浜
宣
言
」
に
お
い
て
、
成

年
後
見
人
に
求
め
ら
れ
る
資
質

の
一
つ
と
し
て
、「
正
確
な
会

計
帳
簿
を
付
け
、
任
命
権
者
た

る
裁
判
所
あ
る
い
は
公
的
機
関

の
要
請
に
応
じ
て
速
や
か
に
そ

れ
を
提
出
す
る
」
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
海
税

理
士
会
で
は
、
去
る
６
月
開
催

の
総
会
に
お
い
て
、
税
理
士
が

公
益
活
動
、
社
会
貢
献
事
業
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
会

則
の
変
更
を
行
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

税
理
士
は
、
成
年
後
見
人
に

求
め
ら
れ
る
資
質
を
有
し
て
い

る
し
、
会
則
等
に
よ
っ
て
そ
の

活
動
が
支
援
さ
れ
れ
ば
成
年
後

見
制
度
へ
の
さ
ら
な
る
参
加
も

期
待
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
と
同
時
に
、
成
年
後
見

制
度
に
お
け
る
税
務
代
理
の
問

題
点
を
始
め
、
税
務
上
の
義

務
、
他
の
制
度
と
の
有
効
な
併

用
法
な
ど
の
検
討
・
提
言
は
、

税
理
士
本
来
の
使
命
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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